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はじめに 

近年、磁気記録の高密度化の手法として、近接場光を利用した熱アシスト磁気記録に注目が集まってい

る。これまで我々は、記録媒体上に棒状のプラズモンアンテナを直接積層した構造を用いて、超短パルスレ

ーザでの記録実験による 166 nm×122 nmの反転磁区の形成を報告している(Fig. 1)1）。しかし、アンテナ周り

にも反転磁区が存在し、近接場記録の確たる実証はできておらず、さらに数 Tbit/inch2の高密度磁気記録を

実現するためには、さらに微小な磁化反転磁区の形成が必要である。そこで本稿では従来のアンテナよりも

記録媒体への加熱効率が高い四角形型アンテナを用いた近接場光記録によって局所記録磁区が生成できた事

を示す。 
 

実験方法 
 記録媒体上に積層するアンテナの熱伝導解析により、以前の棒状アン

テナではアンテナが無い領域に比べて 1.92倍、四角形アンテナでは 4.96

倍とアンテナがあるところで媒体の加熱効率が向上する事を報告してい

る 2）。今回の実験では四角形アンテナを用いて表面プラズモンを効率よ

く生成することで、従来よりも低レーザパワーで記録し、アンテナの無

い部分で記録が起こらない条件下での記録を行った。試料は Si基板上に

磁性層として Co55Pt30Cr15グラニュラ―膜、さらに SiN誘電体層を積層

し、電子線リソグラフィを用いたリフトオフ法で金のアンテナを作製し

た。リソグラフィプロセスの最適化をすることで、作製した四角形アン

テナにおいて以前の棒状アンテナよりも、先端曲率半径を約 50 nmから

25 nmへと改善した (Fig. 2)。これによりアンテナ先端部での光増強効果

がより向上される事を期待した。 
 

フェムト秒パルスレーザによる熱アシスト磁気記録 

 作製した四角形アンテナを用いてフェムト秒パルスのレーザによる熱

アシスト磁気記録を行った。飽和磁界 HS以上である 15 kOeの磁界を試

料に印加し磁化を一方向に飽和し、次にその方向と逆方向に本試料にお

ける室温での反転核生成磁界 Hn以下である 300 Oeの磁界を印加した状

態で記録媒体にレーザを照射した。レーザの条件はパワー0.77 mW、パ

ルス幅 90 fs 、繰り返し周波数 1 kHz とした。その後、アンテナ周囲の

磁区構造を磁気力顕微鏡によって観察した。磁気像を Fig. 3に示す。こ

こでレーザの電界振動方向は両矢印で示している。Fig. 3左上の四角形

が作製したアンテナであり、その先端部のみに局所化された反転磁区を

得た。これにより最小 62 nm×67 nmの微小磁気記録を達成した。 
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Fig. 1  MFM micrograph after 

 thermal recording around stick  

shape antennas. 1） 

 

 
 

Fig. 2  SEM images of fabricated  

plasmon antennas. (a)stick type  

and (b) square type. 

 

 
 

Fig. 3  MFM micrograph after  

thermal recording around a square  

plasmon antenna. 
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